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（２）栄養成分表示を参考にする頻度

外外食食等等ででのの栄栄養養成成分分表表示示をを利利用用すするる人人はは増増ええてていいるる

外食時の栄養成分表示を参考にする頻度は、「大いに参考にしている」が ％、「や

や参考にしている」が ％と、これらを合わせた「参考にしている」は ％でした。

食品購入時の栄養成分表示を参考にする頻度は、「大いに参考にしている」が ％、

「やや参考にしている」が ％と、これらを合わせた「参考にしている」は ％と

なっており、前回調査結果の ％から増加しています。一方で「まったく参考にして

いない」は ％から ％と減少しています。

外食時に栄養成分表示を参考にする頻度(20歳以上）

平成29年度(N=2,301)

大いに参考にしている やや参考にしている あまり参考にしていない

まったく参考にしていない 表示している店がない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査 

食品購入時に栄養成分表示を参考にする頻度(20 歳以上）

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

大いに参考にしている やや参考にしている あまり参考にしていない

まったく参考にしていない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査
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６ 食文化について

（１） 行事食を食べる習慣

行行事事食食をを食食べべるる人人ははやややや増増加加

季節や地域の行事のときに「行事食を食べる」は ％と、前回調査結果の ％よ

りやや増加しています。

行事食を食べる割合(20歳以上)

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

食べる あまり食べない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査

（２） 郷土料理や伝統料理の伝承

郷郷土土料料理理やや伝伝統統料料理理をを受受けけ継継いいででいいるる人人はは全全国国よよりり少少なないい

郷土料理や伝統料理を「受け継いでいる」は ％と、全国の調査結果 ％より低

くなっています。

郷土料理や伝統料理を受け継いでいる割合（20歳以上）

全国 (N=1,874)

本市（N=2,301）

受け継いでいる 受け継いでいない 無回答・わからない

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省）
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季節や地域の行事のときに「行事食を食べる」は ％と、前回調査結果の ％よ

りやや増加しています。

行事食を食べる割合(20歳以上)

平成24年度(N=3,219)

平成29年度(N=2,301)

食べる あまり食べない 無回答

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査

（２） 郷土料理や伝統料理の伝承

郷郷土土料料理理やや伝伝統統料料理理をを受受けけ継継いいででいいるる人人はは全全国国よよりり少少なないい

郷土料理や伝統料理を「受け継いでいる」は ％と、全国の調査結果 ％より低

くなっています。

郷土料理や伝統料理を受け継いでいる割合（20歳以上）

全国 (N=1,874)

本市（N=2,301）

受け継いでいる 受け継いでいない 無回答・わからない

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度食育に関する意識調査（農林水産省）
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７ 地産地消について

（１） 農林水産業の現状

高齢化や後継者不足、更には、農林水産物価格の低迷など、農林水産業を取り巻く環

境は厳しい状況です。

本市では、農家戸数、漁協組合員数とも減少傾向にありますが、農業、漁業の生産額

については、緩やかな増加傾向にあります。

 
 

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

漁
協
組
合
員
数
（
人
）

漁
業
生
産
額
（
百
万
円
）

漁業生産額及び漁協組合員数の推移

漁業生産額 漁協組合員数

出典：北九州市産業経済局調べ 

出典：北九州市産業経済局調べ 

7　地産地消について

 24 

７ 地産地消について

（１） 農林水産業の現状

高齢化や後継者不足、更には、農林水産物価格の低迷など、農林水産業を取り巻く環

境は厳しい状況です。

本市では、農家戸数、漁協組合員数とも減少傾向にありますが、農業、漁業の生産額

については、緩やかな増加傾向にあります。

 
 

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

漁
協
組
合
員
数
（
人
）

漁
業
生
産
額
（
百
万
円
）

漁業生産額及び漁協組合員数の推移

漁業生産額 漁協組合員数

出典：北九州市産業経済局調べ 

出典：北九州市産業経済局調べ 

 24 

７ 地産地消について

（１） 農林水産業の現状

高齢化や後継者不足、更には、農林水産物価格の低迷など、農林水産業を取り巻く環

境は厳しい状況です。

本市では、農家戸数、漁協組合員数とも減少傾向にありますが、農業、漁業の生産額

については、緩やかな増加傾向にあります。

 
 

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

漁
協
組
合
員
数
（
人
）

漁
業
生
産
額
（
百
万
円
）

漁業生産額及び漁協組合員数の推移

漁業生産額 漁協組合員数

出典：北九州市産業経済局調べ 

出典：北九州市産業経済局調べ 

 24 

７ 地産地消について

（１） 農林水産業の現状

高齢化や後継者不足、更には、農林水産物価格の低迷など、農林水産業を取り巻く環

境は厳しい状況です。

本市では、農家戸数、漁協組合員数とも減少傾向にありますが、農業、漁業の生産額

については、緩やかな増加傾向にあります。

 
 

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

漁
協
組
合
員
数
（
人
）

漁
業
生
産
額
（
百
万
円
）

漁業生産額及び漁協組合員数の推移

漁業生産額 漁協組合員数

出典：北九州市産業経済局調べ 

出典：北九州市産業経済局調べ 

 24 

７ 地産地消について

（１） 農林水産業の現状

高齢化や後継者不足、更には、農林水産物価格の低迷など、農林水産業を取り巻く環

境は厳しい状況です。

本市では、農家戸数、漁協組合員数とも減少傾向にありますが、農業、漁業の生産額

については、緩やかな増加傾向にあります。

 
 

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

漁
協
組
合
員
数
（
人
）

漁
業
生
産
額
（
百
万
円
）

漁業生産額及び漁協組合員数の推移

漁業生産額 漁協組合員数

出典：北九州市産業経済局調べ 

出典：北九州市産業経済局調べ 

漁業生産額及び漁協組合員数の推移

漁
協
組
合
員
数
（
人
）

漁
業
生
産
額
（
百
万
円
）

1,000

600

200

800

400

0

5,000

3,000

1,000

4,000

2,000

0
平成21年 平成25年平成23年 平成27年平成22年 平成26年平成24年 平成28年

725

648
688

637
707

644666 630

3,151 2,9382,714 3,032
2,673 2,7752,758 3,150

 24 

７ 地産地消について

（１） 農林水産業の現状

高齢化や後継者不足、更には、農林水産物価格の低迷など、農林水産業を取り巻く環

境は厳しい状況です。

本市では、農家戸数、漁協組合員数とも減少傾向にありますが、農業、漁業の生産額

については、緩やかな増加傾向にあります。

 
 

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

漁
協
組
合
員
数
（
人
）

漁
業
生
産
額
（
百
万
円
）

漁業生産額及び漁協組合員数の推移

漁業生産額 漁協組合員数

出典：北九州市産業経済局調べ 

出典：北九州市産業経済局調べ 

漁業生産額 漁協組合員数

 24 

７ 地産地消について

（１） 農林水産業の現状

高齢化や後継者不足、更には、農林水産物価格の低迷など、農林水産業を取り巻く環

境は厳しい状況です。

本市では、農家戸数、漁協組合員数とも減少傾向にありますが、農業、漁業の生産額

については、緩やかな増加傾向にあります。

 
 

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

漁
協
組
合
員
数
（
人
）

漁
業
生
産
額
（
百
万
円
）

漁業生産額及び漁協組合員数の推移

漁業生産額 漁協組合員数

出典：北九州市産業経済局調べ 

出典：北九州市産業経済局調べ 

農業生産額及び農家戸数の推移

農
家
戸
数
（
戸
）

農
業
生
産
額
（
百
万
円
）

6,0008,000

4,000
6,000

2,000

4,000

2,000

0
平成7年 平成17年平成12年 平成22年 平成27年

0

4,247

7,480

3,793

6,440

3,269

5,400

3,003

3,927

2,609

4,218

 24 

７ 地産地消について

（１） 農林水産業の現状

高齢化や後継者不足、更には、農林水産物価格の低迷など、農林水産業を取り巻く環

境は厳しい状況です。

本市では、農家戸数、漁協組合員数とも減少傾向にありますが、農業、漁業の生産額

については、緩やかな増加傾向にあります。

 
 

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

漁
協
組
合
員
数
（
人
）

漁
業
生
産
額
（
百
万
円
）

漁業生産額及び漁協組合員数の推移

漁業生産額 漁協組合員数

出典：北九州市産業経済局調べ 

出典：北九州市産業経済局調べ 

農業生産額 農家戸数

24 第三次北九州市食育推進計画
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（２） 地産地消の取り組み状況

「地産地消を意識して食品を購入している」（「市内又は県内産の食品をいつも買って

いる」＋「できるだけ買うようにしている」）は ％と、前回調査結果の ％より

減少しており、前計画の目標値 ％以上に到達していません。

市内産や県内産を買う理由としては、「新鮮」 ％、次いで「安全・安心」 ％、

「地元の農林水産業の振興になる」 ％の順になっています。

 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査 
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「地産地消を意識して食品を購入している」（「市内又は県内産の食品をいつも買って
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出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査 

市内産や県内産のものを買う理由（複数回答）

0% 20% 40% 80%60%

新鮮だから

安全・安心だから

地元の農林水産業の振興になるから

その他 20歳以上

（N=1,571）

57.4%

23.7%

22.0%

1.7%

25Ⅱ 食をめぐる現状と課題について
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８ 環境に配慮した食生活

半数以上の市民が生ごみ減量化の取り組み

食品を捨てる量（生ごみ）を減らす取り組みでは、 ％と半数以上が「食品を捨て

る量（生ごみ）を減らすために行っていることがある」と回答しています。

 

 

食品廃棄を減らす取り組みでは、「食べきれるだけ購入」が最も多い

食品廃棄を減らすための取り組みでは、「食品は食べきれる量だけ購入している」が

％で最も多くなっています。続いて「生ごみを捨てる際に、水切りを行っている」

が ％となっています。

 
 
 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査 

 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査 
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6.4%

7.1%

5.8%

0% 20% 60%40% 80% 100%

全体（N＝2,301）

男性（N＝832）

女性（N＝1,457）

ある ない 無回答
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食品を捨てる量（生ごみ）を減らすための取り組み内容（複数回答）

64.3%

54.9%

50.6%

38.2%

7.2%

3.1%

0% 20% 60%40% 80%

食品は食べきれる量だけ購入している

生ごみを捨てる際に、水切りを行っている

賞味（消費）期限をこまめに確認している

料理を作り過ぎないようにしている

生ごみを堆肥化している

その他

20歳以上

（N=1,430）

26 第三次北九州市食育推進計画
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９ 食の安全・安心

（１） 市内の食中毒の発生状況と食品に関する苦情

北九州市では、毎年 件弱の食中毒が発生しています。特に近年では、ノロウイルス、

カンピロバクター、アニサキス等を原因とする食中毒が発生しています。

また、市内の食品に関する苦情処理件数は、年々増加傾向にあります。苦情内容では、

「異物」、「身体的異常」が多い傾向にあります。

出典：北九州市保健福祉局調べ 

出典：北九州市保健福祉局調べ 

9　食の安全・安心
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（２） 食品表示等の確認

食品表示の確認をしている人は約９割

食品を選ぶ際に、産地や賞味期限、原材料、添加物などの食品表示等の「確認をして

いる」（「いつもしている」＋「時々している」）は ％で、前回調査結果の ％よ

り増加しており、依然として食品表示への関心が高いことが伺えます。

平成 年度

平成 年度

食品表示等の確認頻度（２０歳以上）

いつも確認している 時々確認している あまり確認していない 確認していない 無回答

 
 

（３） 食品を選択する際に重視すること

食品を選択する際に重視することは、鮮度、価格、安全性

食品を選択する際に重視すること（複数回答）は、「鮮度」が ％と最も多く、続

いて「価格」、「安全性」、「おいしさ（味）」の順になっています。

食品を選択する際に重視すること（複数回答）

特にない

見栄え

簡便性（手間がかからない）

栄養価

生産者・食品メーカー

天然素材・自然素材

量・大きさ

季節感・旬

産地

好み

おいしさ（味）

安全性

価格

鮮度

20歳以上
（N=2,301）
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（４） 食に関する知識

食品の選び方や調理についての知識がある人は微増

健康に悪影響を与えないようにするために食品の選び方や調理についての知識がある

（「十分にあると思う」＋「ある程度あると思う」）は ％で、前回調査結果の ％

より増加していますが、前計画の目標値 ％以上には到達していません。特に、 歳代

男性は、 ％と低くなっています。

平成 年度

平成 年度

食品の選択や調理についての知識 歳以上

十分にあると思う ある程度あると思う あまりないと思う まったくないと思う 無回答

 
出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査 

 

平成 年度

平成 年度

食品の選択や調理についての知識 歳代男性

十分にあると思う ある程度あると思う あまりないと思う まったくないと思う 無回答

 
出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査、平成 年度北九州市食育に関する実態調査 
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食への感謝

私たちの食生活は自然の恩恵の上に成り立っており、また食に関わる人々の様々な活

動に支えられています。環境への配慮とともに、食への感謝の気持ちを育む「食育」が

大切です。

「食育を推進する上で重要な事柄だと思うこと」として が「食への感謝の気持

ちを育むこと」と回答しています。

 
 

出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査 
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食への感謝
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出典：平成 年度北九州市食育に関する実態調査 

 

食育を推進する上で重要な事柄だと思うこと（回答は3つまで）

65.1%

49.2%

38.8%

36.5%

29.8%

25.3%

18.8%

10.3%

9.3%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

栄養バランスや食事の大切さについて教え、学ぶこと

産地や賞味期限、原材料、添加物表示や食品の安全性を知ること

規則正しい食習慣を確立すること

食べ残しや食品の廃棄の削減など環境への配慮をすること

自然の恩恵や「食」に関わる人々への感謝の気持ちを育むこと

「よく噛んで食べる」などの食べ方に気をつけること

郷土料理や伝統料理などを次の世代に伝えること

「いただきます」などが言える食事マナーを身につけること

ごはんの炊き方やおかずの作り方などの調理技術を身につけること

地産地消や北九州市内の農林水産業について知ること

20歳以上（N=2,301）

　私たちの食生活は自然の恩恵の上に成り立っており、また食に関わる人々の様々な活動に

支えられています。環境への配慮とともに、食への感謝の気持ちを育む「食育」が大切です。

　「食育を推進する上で重要な事柄だと思うこと」として 38.8% が「食への感謝の気持ちを

育むこと」と回答しています。
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第二次北九州市食育推進計画の評価
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る必要があります。
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活の実践ができていないことなどが考えられます。
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①市民が、自ら取り組むべきことが何かを明確にする。

②健康寿命の延伸に向けて、各ライフステージで取り組むべきことを明確にする。

（２） 健全な食生活の実践を支援するための食環境の整備

健全な食生活を送るために活用できる、栄養成分表示や食品表示を確認している人は増え

ていました。一方で、日頃の食生活で悩みや不安を感じている人は増えていました。 
この理由としては、食に関する情報に関心はあるものの、健全な食生活の実践に活用され
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②健全な食生活の実践につながる、正しい知識の普及に取り組む。

（３） 良質な食の確保と環境に配慮した食生活の実践

市内産・県内産を購入している人の割合や、食品を捨てる量（生ごみ）を減らすよう取り

組んでいる人の割合は、目標値に達していませんでした。

この理由としては、食品購入や食品利用についての意識や知識が不足していることなどが

考えられます。
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①地産地消など、効果的な情報発信に取り組む。

②環境に配慮し、安全・安心な食生活を送るための正しい知識の普及・啓発に取り組む。

 

31 

第二次北九州市食育推進計画の評価

本市では、これまで第二次食育推進計画に基づき、様々な食育の推進に関する取り組みを

進めてきましたが、平成 年度に実施した「食育に関する実態調査」の結果からは、下記

のような課題が明らかになりました。第三次計画は、これらの課題を踏まえた上で策定をす

る必要があります。

（１） 若い世代からの健全な食生活の実践

食育への関心度はやや増加しましたが、朝食摂取や、栄養バランスのとれた食事などは、

目標値に達していませんでした。特に若い世代で食習慣の乱れ等、課題が多く見られました。

この理由としては、規則正しい食習慣が定着していないことや、個人に応じた健全な食生

活の実践ができていないことなどが考えられます。

＜次期計画の考え方＞

①市民が、自ら取り組むべきことが何かを明確にする。

②健康寿命の延伸に向けて、各ライフステージで取り組むべきことを明確にする。

（２） 健全な食生活の実践を支援するための食環境の整備

健全な食生活を送るために活用できる、栄養成分表示や食品表示を確認している人は増え

ていました。一方で、日頃の食生活で悩みや不安を感じている人は増えていました。 
この理由としては、食に関する情報に関心はあるものの、健全な食生活の実践に活用され

ていないことや、正しい知識が不足していることなどが考えられます。 

＜次期計画の考え方＞

①市民の実践を支援するために、食を取り巻く環境を整備する。

②健全な食生活の実践につながる、正しい知識の普及に取り組む。

（３） 良質な食の確保と環境に配慮した食生活の実践

市内産・県内産を購入している人の割合や、食品を捨てる量（生ごみ）を減らすよう取り

組んでいる人の割合は、目標値に達していませんでした。

この理由としては、食品購入や食品利用についての意識や知識が不足していることなどが

考えられます。

＜次期計画の考え方＞

①地産地消など、効果的な情報発信に取り組む。

②環境に配慮し、安全・安心な食生活を送るための正しい知識の普及・啓発に取り組む。

 

31 

第二次北九州市食育推進計画の評価

本市では、これまで第二次食育推進計画に基づき、様々な食育の推進に関する取り組みを

進めてきましたが、平成 年度に実施した「食育に関する実態調査」の結果からは、下記

のような課題が明らかになりました。第三次計画は、これらの課題を踏まえた上で策定をす

る必要があります。

（１） 若い世代からの健全な食生活の実践

食育への関心度はやや増加しましたが、朝食摂取や、栄養バランスのとれた食事などは、

目標値に達していませんでした。特に若い世代で食習慣の乱れ等、課題が多く見られました。

この理由としては、規則正しい食習慣が定着していないことや、個人に応じた健全な食生

活の実践ができていないことなどが考えられます。

＜次期計画の考え方＞

①市民が、自ら取り組むべきことが何かを明確にする。

②健康寿命の延伸に向けて、各ライフステージで取り組むべきことを明確にする。

（２） 健全な食生活の実践を支援するための食環境の整備

健全な食生活を送るために活用できる、栄養成分表示や食品表示を確認している人は増え

ていました。一方で、日頃の食生活で悩みや不安を感じている人は増えていました。 
この理由としては、食に関する情報に関心はあるものの、健全な食生活の実践に活用され

ていないことや、正しい知識が不足していることなどが考えられます。 

＜次期計画の考え方＞

①市民の実践を支援するために、食を取り巻く環境を整備する。

②健全な食生活の実践につながる、正しい知識の普及に取り組む。

（３） 良質な食の確保と環境に配慮した食生活の実践

市内産・県内産を購入している人の割合や、食品を捨てる量（生ごみ）を減らすよう取り

組んでいる人の割合は、目標値に達していませんでした。

この理由としては、食品購入や食品利用についての意識や知識が不足していることなどが

考えられます。

＜次期計画の考え方＞

①地産地消など、効果的な情報発信に取り組む。

②環境に配慮し、安全・安心な食生活を送るための正しい知識の普及・啓発に取り組む。

 

31 

第二次北九州市食育推進計画の評価

本市では、これまで第二次食育推進計画に基づき、様々な食育の推進に関する取り組みを

進めてきましたが、平成 年度に実施した「食育に関する実態調査」の結果からは、下記

のような課題が明らかになりました。第三次計画は、これらの課題を踏まえた上で策定をす

る必要があります。

（１） 若い世代からの健全な食生活の実践

食育への関心度はやや増加しましたが、朝食摂取や、栄養バランスのとれた食事などは、

目標値に達していませんでした。特に若い世代で食習慣の乱れ等、課題が多く見られました。

この理由としては、規則正しい食習慣が定着していないことや、個人に応じた健全な食生

活の実践ができていないことなどが考えられます。

＜次期計画の考え方＞

①市民が、自ら取り組むべきことが何かを明確にする。

②健康寿命の延伸に向けて、各ライフステージで取り組むべきことを明確にする。

（２） 健全な食生活の実践を支援するための食環境の整備

健全な食生活を送るために活用できる、栄養成分表示や食品表示を確認している人は増え

ていました。一方で、日頃の食生活で悩みや不安を感じている人は増えていました。 
この理由としては、食に関する情報に関心はあるものの、健全な食生活の実践に活用され

ていないことや、正しい知識が不足していることなどが考えられます。 

＜次期計画の考え方＞

①市民の実践を支援するために、食を取り巻く環境を整備する。

②健全な食生活の実践につながる、正しい知識の普及に取り組む。

（３） 良質な食の確保と環境に配慮した食生活の実践

市内産・県内産を購入している人の割合や、食品を捨てる量（生ごみ）を減らすよう取り

組んでいる人の割合は、目標値に達していませんでした。

この理由としては、食品購入や食品利用についての意識や知識が不足していることなどが

考えられます。

＜次期計画の考え方＞

①地産地消など、効果的な情報発信に取り組む。

②環境に配慮し、安全・安心な食生活を送るための正しい知識の普及・啓発に取り組む。

 

31 

第二次北九州市食育推進計画の評価

本市では、これまで第二次食育推進計画に基づき、様々な食育の推進に関する取り組みを

進めてきましたが、平成 年度に実施した「食育に関する実態調査」の結果からは、下記

のような課題が明らかになりました。第三次計画は、これらの課題を踏まえた上で策定をす

る必要があります。

（１） 若い世代からの健全な食生活の実践

食育への関心度はやや増加しましたが、朝食摂取や、栄養バランスのとれた食事などは、

目標値に達していませんでした。特に若い世代で食習慣の乱れ等、課題が多く見られました。

この理由としては、規則正しい食習慣が定着していないことや、個人に応じた健全な食生

活の実践ができていないことなどが考えられます。

＜次期計画の考え方＞

①市民が、自ら取り組むべきことが何かを明確にする。

②健康寿命の延伸に向けて、各ライフステージで取り組むべきことを明確にする。

（２） 健全な食生活の実践を支援するための食環境の整備

健全な食生活を送るために活用できる、栄養成分表示や食品表示を確認している人は増え

ていました。一方で、日頃の食生活で悩みや不安を感じている人は増えていました。 
この理由としては、食に関する情報に関心はあるものの、健全な食生活の実践に活用され

ていないことや、正しい知識が不足していることなどが考えられます。 

＜次期計画の考え方＞

①市民の実践を支援するために、食を取り巻く環境を整備する。

②健全な食生活の実践につながる、正しい知識の普及に取り組む。

（３） 良質な食の確保と環境に配慮した食生活の実践

市内産・県内産を購入している人の割合や、食品を捨てる量（生ごみ）を減らすよう取り

組んでいる人の割合は、目標値に達していませんでした。

この理由としては、食品購入や食品利用についての意識や知識が不足していることなどが

考えられます。

＜次期計画の考え方＞

①地産地消など、効果的な情報発信に取り組む。

②環境に配慮し、安全・安心な食生活を送るための正しい知識の普及・啓発に取り組む。

 

31 

第二次北九州市食育推進計画の評価

本市では、これまで第二次食育推進計画に基づき、様々な食育の推進に関する取り組みを

進めてきましたが、平成 年度に実施した「食育に関する実態調査」の結果からは、下記

のような課題が明らかになりました。第三次計画は、これらの課題を踏まえた上で策定をす

る必要があります。

（１） 若い世代からの健全な食生活の実践

食育への関心度はやや増加しましたが、朝食摂取や、栄養バランスのとれた食事などは、

目標値に達していませんでした。特に若い世代で食習慣の乱れ等、課題が多く見られました。

この理由としては、規則正しい食習慣が定着していないことや、個人に応じた健全な食生

活の実践ができていないことなどが考えられます。

＜次期計画の考え方＞

①市民が、自ら取り組むべきことが何かを明確にする。

②健康寿命の延伸に向けて、各ライフステージで取り組むべきことを明確にする。

（２） 健全な食生活の実践を支援するための食環境の整備

健全な食生活を送るために活用できる、栄養成分表示や食品表示を確認している人は増え

ていました。一方で、日頃の食生活で悩みや不安を感じている人は増えていました。 
この理由としては、食に関する情報に関心はあるものの、健全な食生活の実践に活用され

ていないことや、正しい知識が不足していることなどが考えられます。 

＜次期計画の考え方＞

①市民の実践を支援するために、食を取り巻く環境を整備する。

②健全な食生活の実践につながる、正しい知識の普及に取り組む。

（３） 良質な食の確保と環境に配慮した食生活の実践

市内産・県内産を購入している人の割合や、食品を捨てる量（生ごみ）を減らすよう取り

組んでいる人の割合は、目標値に達していませんでした。

この理由としては、食品購入や食品利用についての意識や知識が不足していることなどが

考えられます。

＜次期計画の考え方＞

①地産地消など、効果的な情報発信に取り組む。

②環境に配慮し、安全・安心な食生活を送るための正しい知識の普及・啓発に取り組む。

　本市では、これまで第二次食育推進計画に基づき、様々な食育の推進に関する取り組

みを進めてきましたが、平成 29 年度に実施した「食育に関する実態調査」の結果からは、

下記のような課題が明らかになりました。第三次計画は、これらの課題を踏まえた上で策
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31Ⅱ 食をめぐる現状と課題について





生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
食
の
循
環

と
食
の
安
全
・
安
心

食
に
ま
つ
わ
る
社
会
環
境
の
整
備

食
育
の
推
進
に
よ
る
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
食
生
活
の
実
践

北九州市の食育にかかわる課題

妊娠（出生）期 壮 年 期児童・思春期乳 幼 児 期 青 年 期 高 齢 期

ゆっくりよく噛んで食べる人 全国より少ない

地場産物を買うようにしている人は、前回より減少

健康に悪影響を与えないための知識がある人は約６割

食生活の悩みや不安がある人が増加

食品購入時に栄養成分表示を参考にする人は増加

生ごみの減量に取り組む人は、前回より減少

主食・主菜・副菜をそろえて食べることが 日に 回以上が毎日の割合は 割以下

家族そろっていつも食事をする人が減少

歳代男性で低い、朝食習慣

外食や惣菜の利用が高い、働く世代

出された食事は残さず食べる人は、前回より減少

歳代男性で低い、食育の関心度

食生活の情報源（ ～ 代男女） １位インターネット、２位テレビ 食生活の情報源はテレビ

朝食を食べなくなる時期

歳代男性 主食・主菜・副菜を 日に 回以上が毎日の割合は１割以下

野菜の摂取不足を感じている人の割合は８割以上

日あたりの適正な食塩摂取量（ 未満）を知っている人は６割以下

歳代男性で低い、生活習慣病予防や改善のための食生活への意識

食事のことについて学ぶ機会（教室）があった人は約２割

１週間で食べなかった食品、たんぱく質を多く含む食品が上位

食事はうす味に気をつけている乳幼児の保護者は約７割

朝食摂取（幼児・小、中学生）は ％に至らず

全国より高い低栄養の高齢者男性の肥満は増加傾向全国より高い 歳代女性のやせ

全国より低い、食文化の伝承

外食や惣菜の利用者は増加

歯ごたえのあるものを食べている小学生は減少

食品表示を確認している人は約９割

子どもの食事について学ぶ機会があった乳幼児保護者は約６割

食事を抜く女子高校生 増加傾向

食品購入時に表示を見る小学生の保護者は約６割

食事はうす味に気をつけている小学生の保護者は約６割

食品購入時に栄養成分表示を参考にする人は増加

ゆっくりよく噛んで食べる人は全国より少ない

食生活の情報源（20～50歳代男女） １位インターネット、２位テレビ

20歳代男性　主食・主菜・副菜を１日に２回以上が毎日の割合は１割以下

主食・主菜・副菜をそろえて食べることが１日に２回以上が毎日の割合は４割以下
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１ 第三次北九州市食育推進計画における食育推進の基本理念 
 

 
本計画を推進するにあたり、「基本理念」及び「食育推進スローガン」を掲げます。 
 

（１） 基本理念

  
家庭や地域、関係機関等と連携して食育を推進し、市民一人ひとりが、食育に関心を持ち

健全な食生活を実践することによって、健康な心身と豊かな人間性を育み、生涯にわたって

生き生きと暮らすことができる社会の実現を目指します。

 
 

（２） 食育推進スローガン

 
 
 
 

 
 

食は命の源であり、私たち人間が生きていくために欠かすことができないものです。健全

な食生活を実践し、楽しく食べることは、人に生きる喜びや楽しみを与え、健康で心豊かな

暮らしの実現に大きく寄与するものです。 
また、生涯を通じて元気に過ごせるよう、市民一人ひとりが食の大切さを理解し、食習慣、

食の選択、食品廃棄、食の安全性、地産地消等、食について関心を持ち、食に関する正しい

知識や食を選ぶ力を身につけ、心身ともに健全な食生活を実践することが重要です。生涯に

わたって間断ない食育を推進していくためには、個人だけでなく家庭や地域、食育関係者が

一体となり、社会全体で取り組むことが必要です。 
また、北九州市は、新鮮でおいしい海の幸・山の幸に恵まれています。食育を通して地域

の特色や文化を学ぶなかで、食が自然の恩恵の上に成り立ち、食べることは動植物の命を受

け継ぐものであること、私たちが食事をするに至るまでには多くの人々の苦労や努力に支え

られていることなど、食に関する感謝の念や理解を深めることも大切です。 
こうした重要な観点を踏まえて、本市の食育を推進していきます。 

 
 
 

北九州の豊かな未来に向けて 食べて健康！ みんなで実践！
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２ 基本理念を具体化する３つの政策の柱 
 
 

これまで「第二次北九州市食育推進計画」に基づき取り組んできた様々な施策の成果と課題、

そして各種統計データや食育に関する実態調査等から明らかになった本市の現状をふまえ、本計

画では、基本理念を具体化する 3 つの「政策の柱」を掲げ、さらなる食育の推進に取り組みます。 

 

（１） 食育の推進による健康で生き生きとした食生活の実践

 
市民一人ひとりが健全な食生活を実践するために、乳幼児期から高齢期までライフステー

ジに応じた食育を推進するとともに、生活習慣病の発症・重症化の予防、効果的な食情報の

発信に取り組むことにより、健康寿命の延伸につながる食育を推進します。 
また、家庭だけでなく、地域やコミュニティ等を通じて、豊かな食経験につながる共食の

機会の提供等を行う食育を推進します。 
 
 

（２） 食にまつわる社会環境の整備

 
健全な食生活の実践に向けて、食の選択に必要な正しい情報の提供や、健康に配慮した食

事を提供する食品関連事業者等と連携した食環境の整備を進めます。また、食生活の正しい

知識について学ぶ機会の提供や、食育に関わる人材や組織の育成を推進します。 
さらに、ワーク・ライフ・バランスの推進を通じて家庭での食育を支援する環境づくりを

推進するほか、食育活動を通じて食文化の伝承や普及に取り組みます。 
 
 

（３） 生産から消費までの食の循環と食の安全・安心

 
自然と社会環境との関わりの中で、地産地消を推進し、作業体験等を通じて農林水産業や

食への理解を深め、感謝の気持ちの醸成を図ります。 
また、食品ロスの削減など、環境に配慮した食育を推進するほか、食の安全・安心を確保

するため、消費者、食品関連事業者等とのリスクコミュニケーションを推進するとともに、

食品衛生などに関する情報の発信や相談などの食品の安全確保に向けた取り組みを進めま

す。 
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１ 食育を推進するための関係者の役割

消費者団体

●地域での普及啓発活動
●食に関する知識等の普及
●食に関する情報発信
●地産地消への取り組み

ボランティア等

●地域での普及啓発活動
●食文化の伝承
●食に関する知識等の普及

●食に関する情報発信
●地産地消への取り組み
●共食の機会の提供

保育所（園）、幼稚園、認定こども園、学校等

●食を通した健康づくりへの支援
●食文化の伝承

●食事のマナーや食に関する知識や技術の習得
●食の楽しみ
●食への感謝
●発達段階に応じた学習や体験活動
●家庭・市民に向けた情報提供や啓発
●地産地消への取り組み

行政

●健診や保健指導等を通した指導・支援

●相談事業や教室・講座の開催を通した

正しい知識の普及・啓発

●関係機関・団体と連携した普及・啓発
●関係機関・団体の活動や人材育成への支援
●食環境の充実のための関係機関・団体への働きかけ
●食品の監視指導や検査、農薬の適正使用の指導
●地産地消の推進
●環境に配慮した食生活の普及・啓発
●リスクコミュニケーションの推進

企業

●健診の実施や働く人への食を通した
健康づくり支援
●社内広報等を通した正しい知識の
普及・啓発
●ワーク・ライフ・バランスの推進
●社員食堂での栄養成分表示等の
取り組み
●地産地消への取り組み

飲食店・食品関連事業者

●健康に配慮した商品・メニューの提供
●食文化の伝承
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●食の安全・安心への取り組み

保健・医療・介護関係者

●生活習慣病の発症・重症化の
予防や低栄養予防のための指導・支援
●乳幼児の発達等に応じた指導・支援
●正しい知識の普及・啓発
●専門的な助言を通した地域で
の食育活動への支援

家庭（市民）

●自分自身や家族の健康に配慮した食生活
●基本的な生活習慣の習得
●規則正しい食生活
●食文化の伝承
●環境に配慮した食生活
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●食への感謝
●地産地消への取り組み
●食に関する体験活動
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１ 食育の推進による健康で生き生きとした食生活の実践 
 
 

市民一人ひとりが、生涯にわたって健康で心豊かに生き生きと暮らしていくためには、子どもの

頃から望ましい生活習慣や食習慣を身につけ、若い頃から健康を意識した自分にあった食事を選択

し、年齢を重ねてもできるだけ自立した生活ができるよう低栄養を予防するなど、ライフステージ

に応じた食生活の実践が必要です。

近年、栄養の偏りや朝食欠食などの食習慣の乱れに起因する肥満や高血圧、糖尿病等の生活習慣

病が問題となっています。生活習慣病の発症・重症化を予防し、健康寿命の延伸を実現するために

も健全な食生活の実践が必要です。

そして、おいしく楽しく安全に食べるための口腔機能の維持向上を目指した取組みも大切です。

また、一緒に食べることは、食の楽しさを実感するだけでなく、食や生活に関する情報を得る機

会であり、健康で心豊かな暮らしの実現に大きく寄与するものです。世帯構成や社会環境の変化に

よって、単身世帯やひとり親世帯が増え、家庭生活が多様化する中、地域で食育を進める取り組み

も必要です。

このようなことから、市民一人ひとりが心身ともに健康で、豊かな食生活を主体的に実践できる

よう支援します。

（１） 健康寿命の延伸につながる食育の推進

～ライフステージに応じた健全な食生活の実践～

「健康寿命」とは、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間のこと

をいいます。健康寿命を延伸するためには、生活習慣病の発症・重症化を予防することは重

要な課題であり、市民一人ひとりが健全な食生活を実践することが大切です。

このため、ライフステージに応じた切れ目のない食育の推進により、生涯にわたって健康

な心身を維持できるよう食生活の実践を支援します。

① 妊産婦や乳幼児における食育の推進
自分自身と家族の食生活への関心が高まり、将来の健康づくりに向けた生活習慣の始ま

りとなる大事な時期に、妊娠前から食への関心を高め、正しい食習慣を意識し、母子の健

康のための食習慣の確立と、それぞれの子どもの発達状況に応じた望ましい食習慣の定着

を進めていきます。

事業名【担当課】 概要

１
母子健康手帳交付

【子ども家庭局子育て支援課】

母子健康手帳交付の際に、妊娠中の生活につい

て保健指導を行うとともに、妊娠期の食生活や

授乳・離乳、幼児栄養教室等についての情報提

供を行います。
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